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図 6-13 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスク① 

床下浸水 床上浸水

長南町 35 15

長柄町 33 16

茂原市 中流 1,690 553

一宮町 0 0

陸沢町 0 0

長生村 0 0

【条件】

・基盤地図情報（建物外周線）の堅ろう建物と普通建物

・面積25m2以上

※床上浸水は0.5ｍ以上とした。

区分自治体
浸水戸数

上流

下流

建物
床上浸水範囲
床下浸水範囲

【八千代地区】

【大芝地区】

上流 中流 下流

一次
支川

二次
支川

水路

本川

上流

中流

下流

本川

一次
支川

二次
支川

水路

自己相似性を持つ構造

一次
支川

二次
支川

樹（全体） 枝 小枝 葉

マクロ ミクロ

樹（全体）が良くなるためには、
幹・枝・葉それぞれが役割を果たす

必要がある。



6-16 

 

 

図 6-14 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスク② 

 

 

図 6-15 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスクの地区特徴 

地区①
西谷川付近

地区②
八千代付近

地区③
大芝付近

地区④
下永吉付近

地区⑤
早野付近

地区⑦
長谷付近

地区⑥
茂原西付近

R11時点の残余リスク（①阿久川地区）

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物

西
谷
川

渋谷排水機場（4.3m3/s）

①阿久川地区
西谷川の下流部に床上浸水となる建物が局所的
に数箇所。
流末に排水機場があるが、増強してもR5.9洪水
の場合、阿久川の水位がH.W.Lを超過している
ため、浸水深の低下は期待できない。
浸水箇所の大部分が水田地帯であり、当該地区
の湛水は、下流域の被害軽減につながる。

阿久川
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図 6-16 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスクの地区特徴 

 

 

図 6-17 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスクの地区特徴 

R11時点の残余リスク（②八千代地区）

②八千代地区
河川対策の効果により、河川水位は堤防を越え
ていない。内水氾濫は発生しているが床上浸水
建物は少ない。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物

川中島下水処理場（6.27m3/s）

一宮川

阿
久
川

豊
田
川

R11時点の残余リスク（③大芝地区、④鶴枝川地区）

③大芝地区
河川対策の効果により、河川水位は堤防を越え
ていない。地区内の上流側に床上浸水建物が残
る（吐き口1付近）。このエリアは地盤が低く、
一宮川の水位が上昇し、吐き口1から排水でき
なれば、内水氾濫が湛水する。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物一

宮
川

鶴枝川
一宮川

第一調節池

吐き口１

吐き口2

吐き口3

④鶴枝川地区
鶴枝川の左岸側において床上浸水建物が残って
いる。主に鶴枝川からの外水氾濫が浸水要因で
ある。
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図 6-18 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスクの地区特徴 

 

 

図 6-19 R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスクの地区特徴 

  

R11時点の残余リスク（⑤梅田川地区）

⑤梅田川地区
梅田川沿川で床上浸水建物が多く残る。被害が
住家にどの程度及ぶのか、建物用途などを具体
に確認する必要がある。
流末に排水機場があるが、増強してもR5.9洪水
の場合、一宮川の水位がH.W.Lを超過している
ため、浸水深の大幅な低下は期待できない。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物

一宮川
第二調節池（増設）

梅田川

一宮川

早野水門

R11時点の残余リスク（⑥茂原西地区、⑦豊田川地区）

⑥茂原西地区
西町水門を流末とするエリアで内水氾
濫している。氾濫流が東側へ流下する
ことで浸水域が広がり、多くの床上浸
水建物が見られる。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物

西町水門

一宮川
第二調節池（増設）

⑦豊田川地区
酒盛橋樋管を流末とするエリアで内水
氾濫している。下流部で床上浸水建物
が見られる。

酒盛橋樋管
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6.3.4. 様々な降雨パターンに対して、流域全体のリスク低減 

流域全体のリスク低減の観点から、現在進めている対策後に、令和元年降雨及び令和 5 年降雨

を外力として、上流側ブロックの壁立て計算などを行うことにより、破堤リスク等を確認した。 

 

 

 

図 6-20 河川整備効果-残余する浸水リスク③ 

【河川水位がH.W.Lを超過している区間】
・越水氾濫しないだけで、破堤のリスクは引き続き残る。

ほぼ全区間でH.W.L.を超過

R11時点の残余リスク ［R5.9洪水の時の河川水位］

：計算水位<H.W.L.
：計算水位＞H.W.L.
：計算水位＞堤防高

【破堤した場合の浸水想定図】
・破堤計算は河口から豊田川合流点（13.6k）までの左右岸を対象に、概ね1kmに1箇所とする。

【計算条件】
●破堤地点：破堤計算は河口から豊田川合流点（13.6k）までの
左右岸を対象に概ね1kmに1箇所

●破堤開始水位：計画高水位
●破堤幅：氾濫シミュレーション・マニュアル（案）に従い設定

破堤対象区間：河口～13.6ｋ
左右岸とも１km間隔で破堤地点設定

(合計26地点)

R11年度までの整備を実施してもR5洪水と同規模の降
雨時には浸水被害が発生する可能性がある

下流部においては水位がH.W.L.を超過し、破堤氾濫が
発生することで浸水範囲が広範囲に及ぶ可能性もある

R11時点の残余リスク ［R5.9洪水の時の河川水位（破堤）］
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図 6-21 河川整備効果-残余する浸水リスク③’ 

R11時点の残余リスク ［R1.10洪水の時の上下流バランス］

床上 床下 壁なし 床上 床下 壁立て

長南町 44 44 87 0 0 0

長柄町 68 100 168 2 30 31

茂原市 111 215 326 128 227 354

長生村 0 0 0 0 0 0

陸沢町 0 0 0 0 0 0

一宮町 0 0 0 0 0 0

222 359 581 129 256 386

壁なし 壁立て

浸水面積(ha)

合計

自治体名

【R11時点における氾濫の下流への影響：上流ブロックの河川から氾濫しないような条件（壁立て計算）で計算し、
R11河道条件と比較】

・R1.10洪水を対象に上流ブロックを壁立てとした氾濫解析を実施

【壁なし計算結果】

【上流ブロック壁立計算結果】

上流ブロックの浸水なし

中下流ブロック内の浸水がやや
深く・広くなる

壁なし計算の浸水範囲

、中流・下流でも上流・中流での氾濫の恩恵を受けていることを示す。

③差分図（②-①）

仮に上流ブロックの氾濫を
なくすと中下流ブロック内の
浸水がやや深く・広くなる

【壁なし計算結果】 【上流ブロック壁立計算結果】

②①
「上流」と「中流・下流」の関係

上流ブロック

【R11時点における氾濫の
下流への影響：
上流ブロックの河川から
氾濫しないような条件
（壁立て計算）で計算し、
R11河道条件と比較】

・R1.10洪水を対象に上流
ブロックを壁立てとした
氾濫解析を実施




